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内容の要旨及び審査の結果の要旨

Epstein-Barrウイルス（ＥＢＶ）は大部分が不顕性感染であり，Ｂリンパ球に潜伏

感染の形で持続感染している。しかし近年、血球貧食リンパ組織球症

.(hemophagocyticlymphohistiocytosis，ＨＬＨ)のような急性重症感染症や慢`性活

動性ＥＢＶ感染症（chronicactiveEBVinfection，ＣＡＥＢＶ)といった慢性感染症、

さらに悪性疾患など様々な疾患に関与していることが明らかとなり、ＥＢＶ感染細胞

の違いや感染様式の違いにより、種々のＥＢＶ関連疾患の病態が決定されていると考

えられている。従来ＥＢＥＲ１を標的とした生体内局所ハイブリダイゼーション（in

situhybridization，ＩＳＨ）が、ＥＢＶ関連疾患の診断に広く利用されているが、本研

究では直接蛍光標識したＥＢＥＲ１プローブを用いたＩＳＨとフローサイトメトリー

(flowcytometry，ＦＣＭ)による解析を組み合わせた簡便な解析法（ＩＳＨ/ＦＣＭ)を新し

く開発し、ＥＢＶ感染細胞の定量的評価を試みた。その結果、従来のアルカリフォス

ファターゼ標識ＥＢＥＲ１プローブによるＩＳＨに比べ、より定量的な評価が可能であ

った。また今回の検討ではＥＢＥＲ１発現の程度は種々の細胞株によって異なり、ま

た同一細胞株においても蛍光輝度の分布が幅広く、個々の細胞におけるＥＢＥＲ１発

現量が異なることが明らかとなった。本法を用いた臨床検体の解析では、対照及び

伝染性単核症では末梢血中にＥＢＥＲ１陽性細胞は検出されなかったが、ＨＬＨや

ＣＡＥＢＶでは明らかに陽`性細胞の存在が確認された。したがってＥＢＥＲ１１ＳＨ/ＦＣＭ

によりＨＬＨやＣＡＥＢＶにおける感染細胞の種類や感染様式のモニタリングが比較

的容易に実施可能であると考えられた。また本法は、他のＥＢＶ関連遺伝子や感染

細胞の表面抗原との多因子解析により、さらに簡便に多くの情報をもたらすと考え

られた。

以上、本研究は、ＥＢＶ感染細胞におけるＥＢＥＲ１発現細胞比率とＥＢＥＲ１発現の多

様性を、新しく開発した簡便な客観的手法により評価し、さらに臨床応用への幅広

い可能性を示したものであり、この点に於いて価値ある研究と評価された。
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